
 
 
 
  

   

 

 

 

 

□表情がなく、ぼうっとしている。 

□話をしなくなるなど、必要以上に緊張し、過敏になっている。 

□突然興奮する（怒る、泣く）など、パニック状態になる。 

□突然人が変わったようになり、現実的でないことを言う。 

□そわそわして落ち着きがなくなり、少しの刺激でも強く反応する。 

□イライラして攻撃的になる。周囲の手助けを受け入れられない。 

□吐き気やめまい、息苦しさ、頭痛、不眠、食欲不振などの症状を訴える。 

□判断力と集中力が低下し、簡単なミスが増える。 

□仕事や趣味への意欲がわかない。 

 

こうした症状は、「急性ストレス反応」と言い、新型コロナウィルス対応等で起こる様々な出来事、

日常とは違う『異常事態に対する正常な反応』として誰にでも起こりうる反応です。 

また、こうした状況は、出来事や体験から２，３ヶ月～半年続く場合もあります。 

接し方のポイント              専門家への促し 

 
 

あなたの周りに上記の症状がみられる人がいる場合、また、症状があまりにも強かったり、 

悪化してくる場合には、専門家の援助を受けるよう本人に伝えてください。 

 

そばにいる

親身に話を聴く

感情を受け止める

（過剰な励ましをしない）

相談にのる

体の不調が続く

（不眠・頭痛・腹痛など）

自殺・虐待・犯罪行為
の恐れがある

アルコール・薬物への
依存の恐れがある

自分では

対応しきれないと感じる

新型コロナウィルス感染症の支援や対策に携わる方のご家族・同僚・上司の皆様へ 

大切な人のこころのケアのために 

～あなたの周りに心のＳＯＳを出している人はいませんか？～ 

＜連絡先＞ 山梨県立精神保健福祉センター 

０５５－２５４－８６４４（平日午前８時３０分から午後５時１５分まで） 

～プライバシーに十分配慮して対応いたします～ 

【引用・参考】北海道立精神保健福祉センター「被災地支援者の皆様へ（ご自身のこころのケアのために）」 


